
　　令和５年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表

団体名（所管課名）
特定非営利活動法人たねの会（さいたま市子ども家庭総合センター総務課・
さいたま市都市局都市公園課）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成、参加人数等の事業の結果を表す数値）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

該当する所に○をつけてください

事業の目的

⑴　移動型プレイパークを開催することで、子どもたちがのびのび遊べる機会を広く提供するとともに、プレイパークの認知を広げ、地域で子どもたちを見守り合
う大人の輪を広げること。
　⑵　座談会を開催し、子どもにとっての遊びの環境づくりの大切さについて考える機会や、そのための手法について知恵を出し合う機会を提供し、地域で活動
できる人を増やすこと。
　⑶　検討会を開催し、さいたま市において、子どもたちが豊かに遊び育つ環境づくりを広げ、継続していくための協働のあり方やプレイワーカーの育成等、必要
な仕組みについて検討すること。

３　協働事業の効果 〇

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

〇

項　　　　　　目 評価の視点
評　　　価

評価理由など

２　事業の成果

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きください。
（例）
　・協働して感じたこと
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など

この2年間、マッチングファンド事業として、協働で移動型プレイパークを開催できたことで、当会だけでは届かなかった場所、人へ、遊ぶこと、遊び場づくりの楽し
さを届けることができた。多くの方からこのような場が必要だ、継続してほしい、協力はしたい、という声をいただきながら、今後の予算の確保がない中で、地域
の人に開催を引き継ぐということが難しく、マッチングファンド事業後の事業展開についても連携して考えていただけるようなサポートもあればありがたいと思う。

事業名
移動型プレイパークでのびのび遊べるまちをつくろう！
2年目

１　事業の目的と目標の設定

４　市民活動団体と担当所管課
    との連携

５　事業の適切な取組 〇
開催場所の各地の支援団体への連絡や、来園者への
声掛けなどを1年目より力を入れて行った。

2年目ということもあり、事業の目的・目標は共有できて
いたと思われる。

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。 〇
1年目ほどの細かい情報交換はせずに実施してしまっ
たように思う。

事業実施にあたり、参加者や関係者等へ適切な声かけなどのフォローに努め、今後
も繋がりが持てるきっかけをつくることができましたか。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。 〇

実施におけるアドバイスをいただけたり、団体のノウハ
ウを共有することができた。

目標は達成したと思うが、成果として、次年度以降の継
続に現時点でつなげられていないところが課題。

参加者と話す機会を多く持ったり、関わってもらう場面
を意識的につくることができたため。

〇

資料１－２－１



　　令和５年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表 別紙

団体名（所管課名） 特定非営利活動法人たねの会（子ども家庭総合センター総務課、都市公園課）

事業の目的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成、参加人数等の事業の結果を表す数値）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

検討会の開催により、市職員においても、事業に関
する専門的知識を習得することができた。

事業実施にあたり、参加者や関係者等へ適切な声かけなどのフォローに努め、今後
も繋がりが持てるきっかけをつくることができましたか。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。 〇

市報の活用により、より多くの市民の方に周知するこ
とができた。

協定書に設定した目標を達成することができた。

公園周辺の自治会、小学校のＰＴＡ、民生委員の方
にも参加していただき、交流の機会をつくることがで
きた。

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きください。
（例）
　・協働して感じたこと
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など

団体のHP等による広報だけでなく、市報や市HPを活用したことで、より多くの方々に事業を周知することができた。

子どもたちがのびのび遊べるまちづくり並びに子どもたちの居場所づくり及び健全な育成

事業名
移動型プレイパークでのびのび遊べるまちをつくろう！
2年目

１　事業の目的と目標の設定

４　市民活動団体と担当所管課
    との連携

５　事業の適切な取組 〇
公園周辺の自治会、民生委員、小学校ＰＴＡの方へ
の声かけや座談会の実施を通して、今後の連携につ
いて考えてもらうきっかけを作ることができた。

令和４年度に引き続いての事業実施であり、両者、
認識を共有したうえで目的・目標を設定することがで
きた。

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。 〇

３　協働事業の効果 〇

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

〇

　⑴　移動型プレイパークを開催することで、子どもたちがのびのび遊べる機会を広く提供するとともに、プレイパークの認知を広げ、地域で子どもたちを見守り合う大人の輪を広げること。
　⑵　座談会を開催し、子どもにとっての遊びの環境づくりの大切さについて考える機会や、そのための手法について知恵を出し合う機会を提供し、地域で活動できる人を増やすこと。
　⑶　検討会を開催し、さいたま市において、子どもたちが豊かに遊び育つ環境づくりを広げ、継続していくための協働のあり方やプレイワーカーの育成等、必要な仕組みについて検討すること。

事業の目標

２　事業の成果

〇

該当する所に○をつけてください

項　　　　　　目 評価の視点
評　　　価

評価理由など
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団体名（所管課名） 特定非営利活動法人たねの会（子ども家庭総合センター総務課、都市公園課）

事業の目的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成、参加人数等の事業の結果を表す数値）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

プレイパークの実施報告等、随時情報共有を図り実
施した。

事業実施にあたり、参加者や関係者等へ適切な声かけなどのフォローに努め、今後
も繋がりが持てるきっかけをつくることができましたか。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。 〇

移動型プレイパークの開催を通じて、地域コミュニ
ティの活性化に寄与するとともに、改めてプレイパー
クの効果・役割を再認識した。

移動型プレイパークを開催し、多くの人に参加しても
らうことで、地域コミュニティの活性化に寄与した。

移動型プレイパークを開催し、多くの人に参加しても
らうことで、地域コミュニティの活性化に寄与した。

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きください。
（例）
　・協働して感じたこと
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など

団体のHP等による広報だけでなく、市報や市HPを活用したことで、より多くの方々に事業を周知することができた。

子どもたちがのびのび遊べるまちづくり並びに子どもたちの居場所づくり及び健全な育成

事業名
移動型プレイパークでのびのび遊べるまちをつくろう！
2年目

１　事業の目的と目標の設定

４　市民活動団体と担当所管課
    との連携

５　事業の適切な取組 〇
昨年度と同じ３公園で移動型プレイパークを開催し、
自治会長をはじめ、地域の方々と連携して事業を実
施することができた。

令和４年度に続けての実施で、３者の役割・目的等
が明確となり、目的・目標を共有・設定することがで
きた。

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。 〇

３　協働事業の効果 〇

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

〇

　⑴　移動型プレイパークを開催することで、子どもたちがのびのび遊べる機会を広く提供するとともに、プレイパークの認知を広げ、地域で子どもたちを見守り合う大人の輪を広げること。
　⑵　座談会を開催し、子どもにとっての遊びの環境づくりの大切さについて考える機会や、そのための手法について知恵を出し合う機会を提供し、地域で活動できる人を増やすこと。
　⑶　検討会を開催し、さいたま市において、子どもたちが豊かに遊び育つ環境づくりを広げ、継続していくための協働のあり方やプレイワーカーの育成等、必要な仕組みについて検討すること。
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〇
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